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三菱重工船体(株)は，1972 年に竣工し三菱重工業(株)の船舶・海洋部門の主力工場として数

多くの商船を世の中に送り出してきた香焼（こうやぎ）工場（長崎市）から，鋼製ブロック製作ステー

ジを 2015 年 10 月に事業会社として分社し発足しました。資本金３億円，常勤従業員数は 170

人，構内パートナー370人，外国人研修生100人とともに，60万平方メートルの敷地で，鋼構造製

品の切断・曲げ・組立・艤装・塗装を請け負う会社です。 

同時に事業会社として発足した三菱重工船舶海洋(株)が受注した建造船の鋼製ブロック製作

をベースロードとしながら，それだけでなく社外の造船所向けの外販にも力を入れています。大型

船体ブロック製作に特化し，同型船ブロックの連続生産を基本として，生産規模の拡大，製造原

価低減を目指し，生産重量を現在の 10 万トンから 15 万トンへ引き上げていく計画です。 

|1. 経営理念 

下記４つの理念をかかげています（図１）。 

① 感謝される仕事，喜ばれる仕事をしよう 

 自分自身の貴重な時間を使って行った仕事の成果物が褒められ喜ばれることは，遣り甲

斐につながります。満足感を満たすためにも誠実ないい仕事をしよう。 

② “後工程はお客様”を忘れない～信頼関係の構築～ 

 仕事を発注して下さり，製品を受け取って下さるのはお客様。中間製品を渡し，それを受け

取る後工程もお客様。お客様のニーズを理解しお客様との約束を守って信頼関係を築こう。

③ ベクトルを合わせ，目標に向かって一致団結 

 全従業員が会社のエンジンであり，会社が受ける評価は従業員全員の評価にほかなりま

せん。価値観を共有し，相互協力で会社の目標を達成しよう。 

④ 全員参加で改善，是正 

 今の状態，やり方がベストとは限りません。常に改善のスパイラルを回し今日より明日を良く

しよう。 

|2. 会社の強み，特徴 

設備面では，最大長さ 45m，最大幅 30m，最大重量 600 トンまで棟内で生産することが可能な

パネル棟（Ｄ棟）と呼ばれる平板ブロック製作工場（図２）が強みです。増産に向け塗装工場も増

築しました（図３）。また，お客様からご注文頂いたブロックを必要な時にお渡しできるよう，隣接す

る三菱重工船舶海洋(株)の建造ドックメインゲートの内側 80m の位置に中間ゲートを設置しまし

た。これにより，いつでもドックにバージを引き入れ大型ゴライアスクレーンで製品をバージに積み
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込みお客様に引き渡すことができます。 

組織面では，管理部門をコンパクトにし，現場の生産に軸足を置いた体制としており，品質管

理システムとして会社発足と同時に ISO9001 を取得し（図４），品質保証グループを製造部門とは

独立した部門として配置した体制としています。 

さらに環境保全活動として，三菱重工船体(株)は，三菱重工業(株)と環境方針を共有し，

ISO14001 を取得しています。 

 

図１ 三菱重工船体(株)の経営理念 図４ ISO9001 取得 

 

図２ 平板ブロック製作工場 図３ 塗装工場 

|3. 会社近郊の紹介 

会社がある“香焼町”の名前の由来は，空海（弘法大師）が遣唐使として唐に渡った時代に遡り

ます。船旅の行き帰りにこの地に寄り“香をたいて”供養をしたと言われており，町内の円福寺に

はその窪みが残っており香のにおいも残っています。 

また香焼町が長崎市と陸続きになったのは 1965 年代に長崎県が行った臨海工業用地埋立後

であり，それ以前は島でした。島にはかって存在した造船会社“川南工業”の香焼島造船所があ

り，最近そのドックの遺構が香焼工場で発見されました。川南工業香焼島造船所が建造した船の

中では南極観測船“宗谷”が有名です。      


